委　員　会　規　程
（目的）
第１条　この規程は、公益社団法人全国調理職業訓練協会定款第５９条の規定に基づき委員会の構成等と基本的事項を定める。
（委員会の種類、設置等）
第２条　委員会は、常設委員会と特別委員会の２種類とする。
２　常設委員会は、総務委員会、企画委員会、広報委員会及び資格認定委員会とする。
３　特別委員会は、特に必要があると認められた案件を審議する目的で期限等を定めて設ける委員会とする。
４　常設委員会の設置及び廃止は、理事会において審議し決定する。ただし、特別委員会の設置及び廃止は、会長が必要に応じて行うことができる。
（事業年度）
第３条　委員会の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。
（委嘱）
第４条　各委員会の委員は、正会員及び学識経験者等から推薦により、理事会の承認を経て、会長が委嘱する。
２　会長は、委員会の推薦により、委員会の円滑な職務執行のため、必要に応じて専門家を委嘱することができる。
（構成）
第５条　各委員会の委員は、委員長１名を含む１０名以内とする。
２　各委員会の委員長は、常務理事とし、副委員長は、委員の互選により選出し、会長が任命する。
（任期）
第６条　各委員会の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。
２　各委員会に欠員が生じ委員を補充する場合の任期は、前任者の残任期間とする。
（審議事項）
第７条　各委員会は、公益社団法人全国調理職業訓練協会の業務に必要な案件を作成し審議する。
２　委員会の職務に関し、会長が必要と認めたときは、その審議又は調査を他に委託することができる。
（召集）
第８条　各委員会開催は、委員長が召集する。
（議長）
第９条　各委員会の議長は、委員長があたる。ただし、委員長に事故があるときは、副委員長がこれにあたるものとする。
（定足数）
第１０条　各委員会は、その委員の半数以上の出席がなければ、開催することはできない。
（表決）
第１１条　各委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。
２　前項前段の場合において、委員長は、委員会の表決に委員として加わることができない。
（報告）
第１２条　各委員会の委員長は、審議を終了したときは、速やかに書面をもって、その経過及び結果を理事会に報告しなければならない。
（運営）
第１３条　委員会は、原則非公開とする。
（庶務）
第１４条　各委員会の庶務は、事務局でこれを処理する。

（雑則）
第１５条　会長は、この規程に定めるもののほか、必要に応じて各委員会の運営に関する規程を、理事会の承認を得て定めることができる。

附則
　　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
